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当
館
所
蔵
の
県
指
定
有
形
文
化
財
「
秋
田
県
行
政
文

書
」
（
二
〇
、
七
四
八
点
）
は
、
昭
和
二
十
二
年
ま
で

の
秋
田
県
庁
の
行
政
各
分
野
に
わ
た
る
歴
史
的
公
文
書

で
す
。
そ
の
大
部
分
は
事
務
簿
で
す
が
、
絵
図
も
少
な

か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
秋

田
郡
寺
内
村
（
現
秋
田
市
寺
内
）
に
設
け
ら
れ
て
い
た

招
魂
社
と
県
公
園
を
描
い
た
絵
図
を
紹
介
し
ま
す
。

「
招
魂
社
」
と
は
、
靖
国
神
社
や
全
国
各
地
に
あ
る

護
国
神
社
の
旧
称
で
す
。
幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て
国

事
に
尽
く
し
た
殉
難
者
を
祀
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
以

後
は
国
内
外
の
戦
役
で
の
戦
没
者
を
合
祀
し
ま
し
た
。

秋
田
藩
の
「
御
日
記
」
（
Ａ
Ｓ
三
一
二
─
八
〇
─
二
）

で
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
七
月
十
四
日
の
記
録
に

「
今
般
招
魂
場
御
建
立
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
六

年
一
月
十
五
日
の
太
政
官
布
達
第
十
六
号
「
偕
楽
ノ
公

園
取
調
」
で
各
府
県
に
対
し
名
勝
や
旧
跡
な
ど
人
々
が

行
楽
の
た
め
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
公
園
と

定
め
る
よ
う
通
達
さ
れ
、
秋
田
県
は
同
年
五
月
に
招
魂

場
を
県
公
園
と
す
る
こ
と
を
政
府
に
上
申
し
ま
し
た
。

「
秋
田
県
行
政
文
書
」
の
明
治
二
十
二
年
「
第
一
部
庶

務
課
事
務
簿
」
社
寺
之
部
弐
番
（
九
三
〇
一
〇
三
─
〇

二
八
三
二
）
に
は
、
六
年
五
月
の
上
申
書
の
写
が
あ
り
、

招
魂
社
と
県
公
園
の
絵
図

─
「
秋
田
県
行
政
文
書
」
よ
り
─

県
公
園
に
選
ん
だ
理
由
が
「
招
魂
場
県
下
ヲ
距
ル
事
壱

こ
う
し
ょ
う

里
往
来
之
官
道
ニ
テ
、
土
地
高
敞
山
海
之
景
勝
有
之
、

平
生
人
民
遊
観
之
地
ニ
候
故
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
理
的
条
件
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
招
魂
場
は

寺
内
村
に
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
「
秋
田
県
行
政
文
書
」
に
は
、
寺
内
村
の
招

魂
社
と
県
公
園
を
描
い
た
絵
図
が
あ
り
ま
す
。
「
羽
後

国
秋
田
郡
寺
内
村
地
内
秋
田
県
公
園
地
之
図
」
「
羽
後

国
秋
田
郡
寺
内
村
地
内
招
魂
社
并
公
園
地
景
況
之
図
」

「
秋
田
県
管
轄
第
１
大
区
６
小
区
羽
後
国
秋
田
郡
寺
内

村
地
内
招
魂
社
絵
図
」
「
同
」「
羽
後
国
秋
田
郡
寺
内
村

地
内
招
魂
社
境
内
并
公
園
地
分
間
之
図
」
（
県
Ｃ
─
二

六
〇
～
二
六
四
）
の
五
点
で
す
。
明
治
八
年
に
政
府
の

通
達
で
全
国
各
地
の
招
魂
場
が
「
招
魂
社
」
に
改
称
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
八
年
以
後
の
作
成
と
考
え
ら
れ
、

十
一
年
末
に
北
秋
田
郡
と
南
秋
田
郡
に
分
か
れ
る
前
の

「
秋
田
郡
」
で
郡
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
十
一

年
以
前
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

写
真
の
絵
図
（
県
Ｃ
─
二
六
〇
）
は
、
招
魂
社
と
公

園
地
の
景
況
を
色
彩
あ
ざ
や
か
に
描
き
、
こ
れ
に
加
え

て
招
魂
社
境
内
と
公
園
地
を
線
引
き
で
区
分
し
て
い
ま

す
。
社
殿
に
向
か
う
参
道
の
左
右
両
側
に
公
園
地
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
公
園
地
内
で
は
、
遊
歩
道
に
沿

い
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
招
魂
社
の
社
殿
や
参

道
、
県
公
園
の
様
子
が
具
体
的
に
分
か
る
資
料
で
す
。

明
治
九
年
「
第
三
課
地
理
掛
事
務
簿
」
雑
之
部
一
番

（
九
三
〇
一
〇
三
─
〇
四
九
七
一
）
を
見
る
と
、
三
月

に
内
務
省
地
理
局
か
ら
県
公
園
の
景
況
図
と
実
測
図
を

提
出
す
る
よ
う
通
達
さ
れ

て
い
ま
す
。
上
記
五
点
の

絵
図
の
内
、
県
Ｃ
─
二
六

〇
～
二
六
一
は
景
況
図
、

同
二
六
二
～
二
六
四
が
公

園
地
の
周
囲
や
社
殿
及
び

参
道
な
ど
各
部
の
長
さ
や

面
積
を
記
し
た
実
測
図
で

す
。
事
務
簿
に
は
ど
の
よ

う
な
名
称
の
絵
図
を
何
枚

提
出
し
た
か
記
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
回
紹
介
し

た
絵
図
が
右
の
通
達
に
関

係
し
作
成
さ
れ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
柴
田
知
彰
】
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当
館
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
開
館
二
十
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
利
用
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
内
容
を

充
実
し
刷
新
し
ま
し
た
。
是
非
、
閲
覧
室
で
手
に
と
っ

て
ご
覧
下
さ
い
。

「羽後国秋田郡寺内村地内秋田県公園地之図」(県C-260)



- 2 -

古文書倶楽部 第 52 号 （2013年 3 月）

秋
田
県
公
文
書
館
は
、
平
成
五
年
十
一
月
二
日
、
東

北
地
方
で
は
福
島
県
歴
史
資
料
館
に
次
ぐ
二
番
目
の
公

文
書
館
施
設
と
し
て
開
館
し
、
平
成
二
十
五
年
度
に
二

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
館
で
は
開
館
二
十
周
年
を
記
念
し
、
二
十
五
年
度

に
は
上
記
の
事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
概
要

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
開
館
二
十
周
年
記
念
講
演

「
古
代
史
上
の
秋
田
（
仮
題
）」

日
本
古
代
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
新
野
直
吉
氏
を

講
師
に
迎
え
て
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
す
。
秋
田
の
歴
史

に
関
す
る
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
を
お
話
い
た
だ

け
ま
す
。

講
演
会
へ
の
参
加
申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ

シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
開
館
二
十
周
年
記
念
展
示

「
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
指
定
文
化
財
展
（
仮
題
）」

当
館
で
は
秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財
及
び
秋
田
市
指

定
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
数
々
の
資
料
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
日
本
六
十
余
州
国
々
切
絵
図
」
や

「
秋
田
県
行
政
文
書
」
が
県
指
定
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
た
際
に
は
普
及
の
た
め
の
展
示
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
館
蔵
の
指
定
文
化
財
全
て
を
一
堂
に
紹
介
す
る

企
画
は
開
館
以
来
今
回
が
初
め
て
に
な
り
ま
す
。

展
示
す
る
館
蔵
資
料
は
、
「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
は

じ
め
県
指
定
有
形
文
化
財
一
一
点
、
「
外
町
屋
敷
間
数

絵
図
」
は
じ
め
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財
四
点
で
す
。

こ
れ
ら
資
料
の
作
成
目
的
や
時
代
背
景
な
ど
か
ら
秋

田
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
ご
観
覧
の
皆
様
に

県
の
財
産
と
も
い
う
べ
き
文
化
財
の
素
晴
ら
し
さ
を
お

伝
え
し
ま
す
。

◆
公
文
書
館
講
座
：
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座

第
三
回

「
公
文
書
館
開
館
二
十
周
年
記
念
企
画
展
『
秋
田
県
公

文
書
館
所
蔵
指
定
文
化
財
展
』
に
つ
い
て
（
仮
題
）
」

記
念
展
示
の
内
容
に
つ
い
て
、
展
示
を
担
当
し
た
職

員
が
内
容
や
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
公
文
書
館
講
座
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
古
文
書
解
読
コ
ー
ス
を
「
古
文
書
解
読
講

座
」
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
を
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講

座
」
に
そ
れ
ぞ
れ
改
称
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
講
座
は
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、
「
美

の
国
ア
ク
テ
ィ
ブ
カ
レ
ッ
ジ
」
の
一
環
と
し
て
開
催
し

ま
す
。
参
加
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
当
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
開
館
二
十
周
年
記
念
図
録

館
蔵
の
近
世
の
主
要
な
絵
図
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介

す
る
図
録
を
刊
行
し
ま
す
。
県
指
定
及
び
秋
田
市
指
定

の
有
形
文
化
財
を
は
じ
め
、
国
絵
図
、
城
下
絵
図
ほ
か

数
々
の
絵
図
を
収
録
す
る
予
定
で
す
。
図
録
の
刊
行
は

開
館
以
来
初
め
て
の
事
業
で
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

秋
田
県
公
文
書
館

開
館
二
十
周
年
記
念
事
業
の
ご
案
内

　　　　　　　      事　　　　　　　　　　　業 期　　　　　日 場　　　　　所

開館２０周年記念講演
講師：新野直吉氏(県立博物館名誉館長)
「古代史上の秋田（仮題）」

　　　 11月1日(金)
 県生涯学習センター
（３階　講堂）

前期：8月23日(金)

　　　　～9月23日(月)

後期：10月30日(水)

　　　 ～11月30日(土)

開館２０周年記念図録 平成26年3月刊行(予定)

秋 田 県 公 文 書 館 開 館 ２ ０ 周 年 記 念 事 業

開館２０周年記念展示
「秋田県公文書館所蔵指定文化財展（仮題）」

 公文書館
（２階　特別展示室）

11月8日(金)
 県生涯学習センター
（４階　第一研修室）

公文書館講座：アーカイブズ講座　第３回
「公文書館開館２０周年記念展示『秋田県公文書
館所蔵指定文化財展』について（仮題）」


